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１．人間－環境系のデザイン

◆工業社会から情報社会へ

デザ デザ◆要素のデザインから関係のデザインへ

◆つくることから育てることへ

◆人間－環境系のデザイン
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工業社会から情報社会へ工業社会から情報社会へ工業社会から情報社会へ工業社会から情報社会へ

20世紀／工業社会 21世紀／知識社会

世紀 業社会 われ 自然20世紀は、驚くほどの科学的発見や技術
的発明が相次ぎ、人類の生活が大きく変
化した。

大量採取 大量生産 大量消費 大量廃

21世紀は、工業社会で失われた自然環

境や文化環境の回復を図るところから始
めるべきである。

豊かな生命と暮らしを育むことをめざし大量採取・大量生産、大量消費・大量廃
棄は、かけがえのない地球環境の破壊、
資源・エネルギーの枯渇、化学物質によ
る環境汚染、美しい都市景観や個性的な

豊かな生命と暮らしを育むことをめざし
て、自然との共生や人間相互の絆を大切
にする持続可能な社会を構築していくこと
が求められている。る環境汚染、美し 都市景観や個性的な

地域文化の喪失など、人類の未来に深刻
な影響を及ぼす問題群を引き起こしてき
た。

求 。

物質・製品の生産にとどまらず、付加価
値に過ぎなかった情報・サービスを創出
することが重要な役割として注目されるよ

これらの問題は、経済的な豊かさを追
求する「工業社会」の行き詰まりとして理
解すべきである。

うになっている。

新しく構築すべき社会は、「知識社会」と
呼ぶことができる。

「21世紀における人工物設計・生産のためのデザインビジョン提言」

第１８期日本学術会議 人工物設計・生産研究連絡委員会第１８期日本学術会議 人工物設計 生産研究連絡委員会
設計工学専門委員会・対外報告（2003年7月）
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/18youshi/1804.html
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要素のデザインから関係のデザインへ要素のデザインから関係のデザインへ要素のデザインから関係のデザインへ要素のデザインから関係のデザインへ

◆今日のデザインの課題は、要素としての人工物をデザインする
だけでなく、人工物をとりまく様々な関係をデザインすることによ
り、環境・社会システムの創造に貢献することである。

• 多様な人間の身体特性・行動能力に配慮する「ユニバーサルデザイン」

循環型社会の構築をめざす「 ジカルデザイン• 循環型社会の構築をめざす「エコロジカルデザイン」

• 諸要素の集合からなる美しい眺めを形成する「都市景観デザイン」

• 質の高いエリアを育む「エリアマネジメント」質の高いエリアを育む「エリアマネジメント」

• プロダクトを超える「プロダクト・ファミリー（製品シリーズ）のデザイン」

• 人工物をデバイスとして実現される「サービスのデザイン」

◆広義のデザインは、「人間と環境との関係に変化をもたらす」営
みとして理解しなければならなくなっている。このように拡張され
たデザイ を「人間 環境系のデザイ と呼ぶたデザインを「人間－環境系のデザイン」と呼ぶ。

• 人間－環境系のデザインでは、人工物を単体として眺めることをしない。
人工物はいつも他の人工物 周囲の自然環境 社会・文化環境などと関人工物はいつも他の人工物、周囲の自然環境、社会 文化環境などと関
連づけられており、決して孤立しては存在し得ない。
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つくることから育てることへつくることから育てることへつくることから育てることへつくることから育てることへ

◆優れた人工物は、長い時間をかけて、実際に多くの人々に使
用され、環境に適応するように進化をとげた結果である。

◆それに対して、設計者と使用者が分離した現代では、デザイン
の帰結をフィードバックする回路が欠落している。

◆時の経過と共に魅力的になるデザインは、人間や環境からの
フィードバックをふまえた「つくること」と「使うこと」とが融合した
持続的なプロセスから生み出される（維持 更新 保存 再生持続的なプロセスから生み出される（維持・更新・保存・再生・
創造を含む）。
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人間－環境系のデザイン人間－環境系のデザイン人間－環境系のデザイン人間－環境系のデザイン

◆要素のデザインから関係（システム）のデザインへ

• 人間－環境系のデザインでは 保存 再生 創造 撤去 あ人間 環境系のデザインでは、保存、再生、創造、撤去、あ
るいは何もしないことさえも、デザインの営みに含まれる。

人間－環境系 R1 人間－環境系 R2

創造 撤去
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人間－環境系の多層性人間－環境系の多層性人間－環境系の多層性人間－環境系の多層性

◆人間は、１）自然環境、２）社会・文化環境（対人環境）、３）構築
環境（人工環境） 、４）情報環境という異なる層の景観・環境に
多重に包まれて生きている。
• 人間は様々な環境とのインタラクションなしに生きていくことができない。

• 近代化の過程では 人工物の生産に追われ 人工物相互の関係や人工物と人• 近代化の過程では、人工物の生産に追われ、人工物相互の関係や人工物と人
間・環境との関係などが考慮されることは少なかった。

社会・文化環境

社会・文化環境

人間 人間 人間人間 人間

人工環境

人間

自然環境 自然環境

人工環境

自然環境

情報環境
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２．対話によるデザイン

◆人間中心、経験中心のデザイン

◆対話 よるデザイ◆対話によるデザイン

◆コラボレーションによるデザイン
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人間中心、経験中心のデザイン人間中心、経験中心のデザイン人間中心、経験中心のデザイン人間中心、経験中心のデザイン

◆最終的なデザインの質を評価するのはユーザーであ
る。人間－環境系のデザインでは、生活－生産－設る。人間 環境系のデザインでは、生活 生産 設
計が融合したデザインプロセスを展開していかなけれ
ばならないが、そのプロセスにおいて重要な役割を果ばならないが、そのプロセスにおいて重要な役割を果
たすのは、ユーザーの生活経験や美的センス、社会
の成熟した文化である。の成熟した文化である。

◆人間中心デザイン（Human-Centered Design）、経験
中心のデザイン（Experience Centered Design）中心のデザイン（Experience-Centered Design）
• コモディティ→製品→サービス→経験

◆状況との対話によるデザイン（reflection-in-action）
◆コラボレーションによるデザイン（collaboration）◆コラボレーションによるデザイン（collaboration）
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人工物の進化を促すデザインプロセス人工物の進化を促すデザインプロセス人工物の進化を促すデザインプロセス人工物の進化を促すデザインプロセス

◆設計方法の進化の段階

• 最初は「使う人」がつくる デザイン方法最初は「使う人」がつくる
人でもあり、つくる人が「ク
ラフトマン」として分化し、
さらにつくることから考え
ることが分離し、考える役
割を担う「設計者」が確立

デザイン デザイン行為

割を担う「設計者」が確立
してきた….

◆生活 生産 設計の場
デザインされた対象 生産行為

◆生活－生産－設計の場
の連鎖（包摂関係）

現代社会における設計場• 現代社会における設計場
の縮小・分断

設計場の拡大 再編へ

目的 生活行為

デザインの全体構造• 設計場の拡大・再編へ デザインの全体構造
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コラボレーションによるデザインコラボレーションによるデザインコラボレーションによるデザインコラボレーションによるデザイン

◆人間－環境系のデザインには、横断領域的なアプ
ローチが不可欠であり、デザインプロセスは多くの異ロ チが不可欠であり、デザインプロセスは多くの異
質な主体の「コラボレーション」によって展開される。

• 危機的状況を克服するには 時には敵とでも手を結ばざる危機的状況を克服するには、時には敵とでも手を結ばざる
を得ず、そこに競争と協調のスリリングなせめぎ合いが生ま
れ、それが同時に創造の源泉ともなると考えられる。

◆創造的な活動は、個人とその人が作業する世界との
関係や、他の人々との繋がりから生まれる。関係 、他 繋 り まれる。

• 電子メディアがコミュニケーションの道具となっている今日、
社会的相互作用に対する研究はより重要性を増している。
そのため、認知科学の関心は、「個人の知」から「社会知」
「集合知」、すなわち「社会的インタラクション」や「コミュニ
ケ シ ン」を介した知のあり方 急速に拡大しつつあるケーション」を介した知のあり方へ急速に拡大しつつある。
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３．デザインイノベーション拠点のデザイン

◆世界のデザインイノベーション環境

デザ◆デザインイノベーション拠点
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